
 

 

 

 

  

 

 

  
 

地域と共に成長できる学校を目指して 

姶良小学校長 山田 吉夫   

 
姶良小学校は、本年度で 47 周年目を迎えており、地域と共に約半世紀の歴史を刻んできました。開校当

初から大切に引き継がれてきた校訓「思いやり」の心は、児童や保護者だけでなく、校区の人々にも深く浸

透しているように感じます。姶良小校区は交通量も多く、決して安全な交通環境とは言えませんが、かねて

から姶良っ子見守り隊の方々を中心に、子どもたちの登下校を支えてくださっている様子からも、地域ぐる

みで子どもたちを大切に育てている様子が伝わってきます。 

 平成 27 年 4 月に姶良校区コミュニティ協議会が誕生して 12 年目となりますが、発足当初から「子ども

は地域の宝…」として、地域住民が一体となって育む活動を推進されてきました。様々な体験活動やふれあ

い活動は、子どもたちの成長に大変有意義な影響を与えるものと考えております。このような機会があるか

らこそ、子供たちは改めて地域に目を向け、地域を愛する心を自ら高めていくのではないかと思います。 

 これまでの私自身の経験においても、人と人とのより良い関係こそが、充実した教育活動に繋がることを

実感してきました。姶良校区コミュニティ協議会でも取り組んでいる挨拶や声かけが、その関係（絆）を強

く結びつけているように感じます。姶良小学校では、昨年度末から「思いやりのあいさつ」という言葉を用

いて、挨拶に関する 7 つの視点を子どもたちに示しました。その 7 つの視点とは、「①相手より先に ②し

っかり声にだして ③相手の目を見て ④笑顔で ⑤お辞儀する ⑥できれば立ち止まって ⑦地域の人

たちにも」です。 

今後、さらに子どもたちを含めた校区の人々の関係（絆）が深まっていくことを切に願っています。令和

8 年 11 月 4 日（水）～11 月 6 日（金）は、姶良小学校の学校参観日ですので、校区の皆様方もぜひ学校へ

お越しいただき、子どもたちの成長を温かく見守っていただければと思います。これからも、地域と共に成

長していく学校となれるよう、校区コミュニティ協議会との連携を大切にしていきたいと考えております。 

 

上野原縄文の森体験学習会 
 5月 30日（土）縄文の森体験学習会を実施しました。 

参加者は、小学生 10 名、大人 10 名でした。子どもたちは、火おこし道具で火おこし体験に取り組みまし

た。火が点いた時の子どもたちの顔は「やったー!!」とても輝いてみえました。 

 展示館では、縄文時代の人の生活の様子や必要なものは自分たちで作って生活していた様子を、時間が経

つのも忘れて見学していました。「たのしかった」「参加してよかった」と喜んでいました。 

（青少年育成部 上野 小波） 
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総 会 （代議員）                 

◇令和８年度（2026）の主な活動計画 

総 務 部 青少年育成部 福祉文化部 健康推進部 

・広報活動 

（未加入者対策） 

・広報誌の発行 

（7月・12月・3月） 

・各団体との連絡調整 

・自治会事業との調整 

・市への要望書提出 

・地域防災活動（講演会） 

(6月 21日) 

・環境美化活動 

・思川美化活動支援 

・国立公園ボランティア 

・PTA活動支援 

・企画提案型活性化事業 

・縄文の森バスツアー 

（5月30日） 

・重富海岸干潟の体験 

勉強会    （6月１３日） 

・和菓子作り （11月 9日） 

・ミニ門松作り（12 月 19日） 

・ふれあい活動（3年生） 

・夏の郷土に学び育む 

 青少年運動 

・秋の郷土に学び育む 

 青少年運動 

・あいさつ運動 

・子ども見守り活動 

・スクールゾーン対策 

・姶良小田植え体験支援 

       （6月 12日） 

・芸術作品展（11月中） 

・文化祭 （11月７日） 

・姶良駅前環境整備 

・イルミネーションの 

 設置 

・赤い羽根共同募金活動 

（12月初旬） 

 

（ロータリーのパンジー） 

・健康づくり講演会 

（6月 7日） 

・健康支援グラウンド・ゴ

ルフ大会 （10月 6日） 

・ペタンク大会 

（10月 25日） 

・ふれあいスポーツ  

（11月 1日） 

・第 10回ウォーキング  

大会（海岸コース） 

（2月 14日） 

・校区対抗スポーツ大会 

（グラウンドゴルフ・ペタンク） 

（R9年 3月 15日） 

・健康づくりコーデネーター 

 

◇令和８年度 姶良校区コミュニティ協議会構成               
                                                                   

 

                                                  

                

 

 

 

 

 

◎ 部長  〇 副部長   

 

総 務 部 青少年育成部 福祉文化部 健康推進部 

 

◎有馬 正一 (俵原) 

〇有村 勲 (重富団地) 

佐藤 龍一郎(西宮島町) 

 福 みほ   (民) 

 永峯 登美子（民） 

 大浦地 政廣 
（山野）(会長) 

岩下 卓夫  (副会長) 

小倉  章    (監事) 

立山  洸 （事務局長） 

 

【自治会長会】 

会 長 有馬 正一 

 

 
※(自治会名)は自治会長 

※(民)は民生委員児童委員 

※(協)は協力者 

 

◎山下 暢志 (協) 

〇上野 小波(俵原団地東) 

田邉いつ子 (民) 

寺田 壽徳 (民) 

喜友名榮治 (並木西) 

濵田 理士 (西之妻) 

入佐  明 (民) 

坂元あつ子 (民) 

堀内 康宏 (民) 

中村 俊行 （民） 

今村 千尋 （民） 

 

姶良小学校長        
姶良小 PTA 会長・副会長 
姶良小職員 

重富中学校長 

帖佐中学校長 

 

◎坂元 達治 (民) 

〇早瀬 アキ子(協) 

 岡野 隆志(ｻﾝﾗｲｽﾞ姶良) 

高橋みつ子(俵原団地県営) 

春山 泰秀 (楠元) 
小田 博 (姶良駅南)(監事)  

下笠 誠 (俵原団地西) 

船脇 久 (池島町) 

 有馬 幸一 （民） 

田中 まり子（民） 

松田 幸一 
（高齢者クラブ） 

 

 

◎早崎 東内 (建昌) 

〇宮江カズ代  (民) 

江口 隆志(楠元団地) 

中西 浩二(西楠元団地) 

有馬 京子（並木東） 
（コーディネーター） 

岩下 京子   (民) 

片平 康代  （民） 

上宇都千恵子（民） 

田中 まり子（民） 
（コーディネーター） 

 

和田 里志  (体育) 

濱田 秀一 (スポ推) 

板坂 敦子 (スポ推) 

澤田ちづる （スポ推） 

 

 

会  長 大浦地政廣 総務部長    有馬 正一 

副 会 長 岩下 卓夫 青少年育成部長 山下 暢志 

事務局長 立山  洸  福祉文化部長  坂元 達治 

書記会計 岡野 隆志 健康推進部長  早崎 東内 

 

    

  

  

 

事務局支援員 

   柴 智恵 

 

監事 小倉 章 

監事 小田 博 

 



 

 

◇令和８年度収支予算                            単位（円） 

 収 入 の 部       支 出 の 部 

区 分 予 算 額 内 訳 等 区 分 予 算 額 内 訳 等 

繰越金 1,488,567 繰越金 事務費 784,000 役員手当、役務費他 

市補助金 1,400,000 姶良市交付金 総務部 715,000 印刷、広報活動費他 

他団体補助金 15,000 社会福祉協議会 青少年育成部 315,000 門松作り、菓子作り他 

支援金 0 自治会支援金 福祉文化部 375,000 芸術作品展、文化祭他 

雑収入 10,000 寄付金他 健康推進部 245,000 グラウンドゴルフ他 

   予備費 479,567  

計 2,913,567    計 2,913,567  

◇令和８年度特別会計収支予算 
 収 入 の 部       支 出 の 部 

区 分 予 算 額 内 訳 等 区 分 予 算 額 内 訳 等 

繰越金 203,629  防災用品等 203,829  

預金利息 200  その他消耗品 0  

計 203,829  計 203,829  

 

建昌子ども食堂の紹介 

令和５年７月鹿児島県くらし保健福祉部子育て支援課へ関係書類提出。同９月５日「建昌子ども食堂」（登

録番号１４８）その後かごしま子ども食堂ネットワーク代表園田愛美氏から説明を受け、姶良保健所の食中

毒に関する講話をボランティア全員受講、調理責任者・会計・記録写真係を決め、９月から毎月第２土曜日

に行う事とした。 

 令和５年９月９日からスタート。低価格で栄養のある手作りで温かい食事。心安らぐ居場所として、子ど

もが一人でも安心して利用できるよう、子どもは無料・大人は２００円で提供している。 

 運営は、企業からお米・食材・菓子など提供がある。提供品だけでは到底足りませんが、建昌自治会から

年５万円の助成金と不足する食品はボランティアが持ち寄ったりしています。野菜類は地域の方々から寄

付があり大変助かっております。 

 子ども食堂開設から今日まで、前日の準備・当日は午前８時から後片づけ（午後３時頃）までボランティ

アの協力があってこそ成り立っております。みんなの協力に感謝致しております。（建昌 湯川久子） 

（準備に忙しいボランティアの皆さん）   （大人を交えた楽しい食事）    （旬の食材を活用したメニュー） 

 

建昌城登山 
4 月 11 日（土）「子ども食堂」の開催日に合わせて、自治会の約 30 名で建昌城登山を実施しました。こ

の日は市教育委員会の職員も参加され、発掘された 9500年前の縄文時代の発掘資料を持参して説明があり、

建昌城に登山でき、発掘

資料に触れたこと等参

加者は大感激でした。 

 

（建昌自治会長 

    早崎 東内） 
出土した土器、道具を見て触れる事も出来ました！ 



 

 

姶良小学校交通安全教室への協力 
 姶良小学校では、5 月 20 日（水）に雨模様のため体育館で、姶良市役所・姶良警察署・姶良交番の方々

と姶良っ子見守り隊の協力を得て、「交通安全教室」が実施されました。  

 1～3 年生は道路の歩行と横断のしかたについて、4～6 年生は自転車の安全な利用のしかたについて学習

しました。 特に、1 年生は右手をしっかりと上げての道路の横断、4 年生は初めて自転車の点検や安全な

乗り方を学びました。今年度も全児童（577名）の安全を願っています。   （副会長 岩下 卓夫） 

   
 

第 14 回 「姶良っ子・明るく元気に・大空へ」 （思川鯉のぼり展示イベントと花火） 
5 月 5 日（火）「こどもの日」、思川の名物風景として定着し好評いただいている「鯉のぼり展示と花火大

会」は、周辺の交通量の増加やトイレ事情等を勘案し、今年からイベント会場を思川河川敷から近くの池島

公園に変更して行いました。鯉のぼりの展示は、今年も警察学校の元気な皆さんの協力を得て揚げることが

出来ました。 

池島公園では新たにロープに展示された約 50 匹の鯉のぼりの下、移動動物園やフリーマーケットなどが

同時開催され、多くの子ども連れ来場者で賑わいました。 

特に今回は学校給食用大鍋（500 食焚き）で、前日から仕込んだあくまき（チマキ）づくりが実演販売さ

れ、焚き上がりを待たずに売り切れる大反響でした。 

夜 8 時からは、思川の中から打ち上げられた花火の音がこだまし、また花火の閃光が作り出す夜空と水面

の両方が一つになったショーに、堤防沿いや河川敷は約 3,000 人の見物客でにぎわいました。 

南九州で端午の節句に作られてきたチマキ（郷土料理）と鯉のぼりの掲揚、子どもの健やかな成長を見守

る地域のお祝い行事として、これからも皆さんと一緒に続けていけたらと考えます。 

（思川水系美化・浄化対策委員会 和田里志） 

 
 

 

 

記事を募集しています！ 
 

 姶良校区コミュニティでは、年 3回「コミュニティだより」を発行しています。 
校区内の様々な出来事を幅広くお知らせしていきたいと思っています。「こんなうれしいことがあった」「こ

んなすばらしい事があった」また、元気な高齢者の紹介や児童生徒のがんばる姿も伝えていきたいと思ってい
ます。 

連絡先 姶良市西餅田３３１１－１（姶良市働く女性の家内） 姶良校区コミュニティ協議会事務局 
            ＴＥＬ ７３－８３８９（火、木、金）  ＦＡＸ  ７３－８３９５ 
         
 
 
 


